「ゆめを、ひとくち。」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  
不二谷　修（ふじや・しゅう）

古田　知世子（ふるた・ちょこ）

盛永　マリ（もりなが・まり）

香場屋（かばや）

瞳（ひとみ）

菜取（なとり）

左久間（さくま）

塔鳩（とうはと）

館路（かんろ）

町の外れ。一角には地蔵が祭ってある。

駆け込んでくる古田知世子。興味深そうにあたりを見回す。やがて地蔵を見つける。

遠くに呼びかける知世子。

知世子　　見てみて、こんなのあった！

　　　　　　　　遅れて入って来る、不二谷修と盛永マリ。

マリ　　　えー？どれよ知世子。

知世子　　これだって、ほら！

不二谷　　地蔵？

マリ　　つまりここって、やっぱりそうなんだって事？

知世子　　たぶんね。（と写真をとろうとする）

マリ　　　まってよ、写真はよそうよ。

知世子　　どうして？

マリ　　　だってお地蔵さんなんて写して、もし、何か写っちゃったら。

知世子　　バカだなあ、私達、その何かを写しにきたんでしょ。

マリ　　　ねえ、写るの？やっぱりここって、幽霊とか。

不二谷　　大丈夫だよマリ、どうせ何も写らないんだから。

知世子　　ちょっと。サークルの研究テーマに都市伝説を選んだのは修でしょう。やる気そがないで欲しいな。伝説は本当だった！って、バーンとカッコよく発表したいの私は。

不二谷　　や、だからがんばれば？証拠は多いほうがいいしさ、結局何にもありませんよって証拠が。

知世子　　撮ってみなきゃ分かんないじゃない。

不二谷　　都市伝説はね、うわさ話と気のせいと一部の目立ちたがりが作り出したただの幻なんだよ。俺はそれを証明して、バーンとカッコよく発表したくてこのテーマにしたんだ。さ、撮って撮って。

知世子　　やなヤツ。

不二谷　　研究する対象は一緒なんだからお互いがんばりましょうね。

知世子　　えーえー、お互いにね。…マリ、どうかした？

マリ　　　車、通らないね。

知世子　　え。

マリ　　　この町って栄えてるんだよね？あれってパチンコ屋さんのネオンでしょ。すぐそこは国道。ほら、車いっぱい走ってるの見える。なのにどうして誰もこっちの道に入ってこないんだろう。静か過ぎない？

不二谷　　こっちは住宅街じゃないし…ふつう工場跡地に用のある奴なんていないだろう。

マリ　　　うん、でも、なんだか気味悪い。

不二谷　　そう！それなんだ！気味が悪いからお化けでも出そうとか、マリだって思うだろ、それが都市伝説のスタートなんだよ。本当はもともとここには何も、

　　　　　知世子、いきなり不二谷にカメラを向け、撮る。

知世子　　不二谷君、しゃべってないで調査お願いします。

不二谷　　あら、ご免なさいね古田さん。

マリ　　　（資料を出す）夜中このあたりに迷い込むと、四十年前に死んだ幽霊が現れ、人魂を両手にもって追いかけてくると噂されている。インターネットの掲示板では、冷やかしにきた人が、逃げる時にバイク倒されて入院したって書き込みがあったよ。

不二谷　　そいつ、ただビビッて自分でコケたんじゃない？

マリ　　　…それはあるかも。

知世子　　マリまで。

マリ　　　ごめんごめん。

不二谷　　知世子、ここ、撮ってくれよ。

知世子　　お地蔵さん？

不二谷　　そう。けっこう年季入ってそうじゃん。四十年前って話と関係あるかもしれない。この時何があったのか詳しく分かればいいと思ってさ。

知世子　　そうね。

マリ　　　えー？怖いよ。

知世子　　何しにきたのよマリは。そこ、どいてどいて。

マリ　　　う、うん。

　　　　　　知世子、地蔵にカメラを向ける。

　　　　　　それをびくびく見ているマリ。

不二谷　　あ！人魂が！

マリ　　　キャーッ！　　

不二谷　　なんちゃって。　　　

知世子　　（笑って）いいねえ、いい顔。（とマリを写す）

マリ　　　…もう、ひどいよお。

知世子　　あれ。

不二谷　　どうした。

知世子　　カメラの調子が。

不二谷　　マジ…壊れた？

知世子　　これ、借り物なんだよ、お兄ちゃんの愛用なんだ、困ったなあ。

マリ　　　採用？意味わかんない。どういうこと。

知世子　愛用。大事にしてるって事よ。

マリ　　　でも私、どうしていいか。

知世子　　何言ってんの。マリには直せないでしょ。

不二谷　　かしてみな、俺が見てみる。

マリ　　　無理だよ、そんなの無理。

不二谷　　無理って言うか？俺のほうがお前よりはマシだと思うけど。

マリ　　　だって、そんなの、困るし。

不二谷　　どうして困るんだよ。

マリ　　　でも困るもん、だってだって、

不二谷　　だって何だよ。

マリ　　　全然分かんないのにそんなの無理なの。

不二谷　　言っとくけど少しは分かるんだけど。

知世子　　マリ、心配なのは分かったから少し黙っててくれる。

マリ　　　少しだけ？

知世子　　そう。

マリ　　　じゃあ、ちょっとだけだよ。お話聞いて終わったらすぐ帰るんだから。

知世子　　……マリ、あんた何言ってんの？

マリ　　　そっち…そっちなの？遠いの？

　　　　　　　　知世子・不二谷、初めてカメラから目を離してマリの方を向く。

マリ、二人に完全に背を向けて、

奥へふらふらと歩いている。

　　　　　　　　唖然とし、顔を見合わせる二人。

　　　　　　　　照明が変わる。

　　　　　　　　奥から手だけが伸び、ゆっくりマリに手招きしている。

　　　　　　　　姿を現す幽霊・瞳。

　　　　　　　　焼け焦げ、すすで汚れたた服を着ている。

　　　　　　　　瞳、二人に顔を向け、にやりと笑いかける。

二人　　　ギャーッ！！

　　　　　　　　瞳、マリに見えない縄を掛けた様に引っ張り込むしぐさ。

　　　　　　　　マリ、引っ張り込まれて消える。

　　　　　　　　間。

不二谷　　見たか？

知世子　　見た。

不二谷　　…まさかあれが…。

知世子　　まさかじゃない、見たんだもん。ほらやっぱりいるじゃない、あれが幽霊なのよ。

不二谷　　マリは？

二人　　　………。（顔を見合わせる）

不二谷　　マリーっ！

知世子　　マリーっ！

二人、マリを追って消える。

場面が変わる。

スーツ姿の菜取と左久間が現れる。

菜取　　　世は不景気だという。嘆かわしい。

左久間　　はい、嘆かわしいです。

菜取　　　すべてを時代のせいにしてはいかん。個人個人のあきらめた空気があるから、ますます

足元が悪くなっていくのだ。生産力を上げ、供給すべし。

左久間　　はい。供給すべしです。

菜取　　　そうか、わかるか、左久間宣伝部員。

左久間　　はい。菜取宣伝部長。しかし。

菜取　　　何だね。

左久間　　需要が無ければ供給できません。

菜取　　　バカモノ。　　　

左久間　　はい。菜取宣伝部長、自分がバカでした。

菜取　　　需要とは欲望だ。供給とは夢だ。夢を叶えるためには、欲望を煽る事も大事なのだよ。

ターゲットは若者がいい。聞かせてくれないか左久間君、需要を求める若者の言葉を。

左久間　　はい、菜取宣伝部長！（急にだらけて猫背）「ってかさー、ぶっちゃけチョー需要してえー、マジでえー。」

菜取　　　ありがとう！ありがとう左久間君！

左久間　　部長に喜んでいただけるなんて、感激です！

不二谷の声　　マリーっ！

知世子の声　　マリーっ！

菜取　　　やあ、ようやく来たぞ。

左久間　　はい、ようやくです。

不二谷、知世子、駆け込んでくる。

菜取　　　遅いじゃないか！

不二谷　　え。

左久間　　時間の十五分前には来て下さいね。

知世子　　あの、マリを知りませんか。

左久間　　誰ですって。

知世子　　女の子よ、さっき居なくなっちゃったの。こっちの方向に来たはずだから、連れ戻して一緒に帰るの。

左久間　　これですよ。

菜取　　　これだな。

左久間　　最近の人って皆そうなんですかね。何かと言っちゃあ一緒がいいって、つるんで。あのね、これは遊びじゃないから、いつでもどこでも一緒って訳には行かないんです。

不二谷　　何言ってんスか？

左久間　　どうしましょう、菜取宣伝部長兼人事担当。

菜取　　　んとねー、帳簿係はもう採用したし、どうしよっかな…じゃあ、彼女は店頭、彼は棚卸し。

左久間　　ではそのように。君、こっちね。

不二谷　　は。

左久間　　どうしたんです、ついてきて下さいよ。

菜取　　　（知世子に）ちょっと、ワタシワタシ、一緒に行かなくていいの。ここにいて。

知世子　　触んないでよっ、何なのアンタ達。

左久間　　菜取宣伝部長兼人事担当と、部下の左久間です。君達ね、いくらバイトでも、最低限の礼儀を身に着けてもらわなくちゃ困りますね。

二人　　　バイト！？

左久間　　バイトでしょ？

不二谷　　違うよ、バイトって、何のバイトだよ。

　　　　　

　　　　　菜取・左久間、急にうやうやしくなる。

菜取　　　あらーこれはこれはどうもどうも、とんだ勘違いを。ではさっそく。内使いでらっしゃいますか、それともご贈答ですか。さあ、左久間君。

左久間　　はい。こちらにパンフレットがございます、ごらん下さい。

　　　　　　　　左久間、懐からパンフレットを出し、二人の前に広げる。

　　　　　　　　しかし、不二谷と知世子には見えない。顔を見合わせる二人。

左久間　　こちらから、せせらぎ、松風、宴とございます。お好みのものだけでの詰め合わせも、

もちろん出来ますよ。その場合は箱代が別にかかりますが、

不二谷　　とう。

　　　　　　　　不二谷、透明なパンフを持つ左久間の手と手の間をチョップ。

　　　　　　　　全く抵抗感無くすり抜ける。一瞬の間。

　　　　　　　　左久間、パンフを拾い上げる動作。

左久間　　あららら、すいません落としちゃいました。えーと、この詰め合わせは、

知世子　　とう。（チョップ）

左久間　　あらららら。（拾う）

菜取　　　そうですか、内使いでらっしゃいますか。おうちでのお茶うけに、ぜひ。当「最中総本舗」のもなかは、皮はパリパリあんはふっくら、職人の巧みの技で、いつでも作り当てのおいしさをお届けしています。

知世子　　もなか？

不二谷　　あんたたち、もなか屋なのか？

左久間　　若い方にはあまり馴染みの無いお菓子でしょうか？とくにご高評いただいておりますのが、お餅入りつぶあんのもなか、その名も「しらゆき」甘味あっさりで女性にも大人気です。どうぞ。（と、手を出す）

知世子　　え。

左久間　　「しらゆき」の試食品をご用意しました。六つに切っちゃいましたけど、いくつご試食

下さっても結構ですよ。ツマヨウジさしますね。（と楊枝をさす動作）

不二谷　　あ、あの、ちょっと待って、相談するから。

左久間　　どうぞ。

　　　　　　不二谷、知世子を引っ張って隅へ。

不二谷　　あいつの手の上、六つに切って、ツマヨウジ刺したもなかだって。

知世子　　らしいね。

不二谷　　見えるか？

知世子　　ぜんぜん。

不二谷　　俺達をからかってるのかな。

知世子　　あの二人、大真面目だよ。

不二谷　　……じゃあ、まさか、あいつら、

知世子　　間違いないよ。

不二谷　　また幽霊かよ、信じたくないなあ。俺の頭ん中どうにかなりそうだ。

知世子　　どうにかなってる暇無いよ。どうする。この二人きっとマリをさらった仲間だよ。

不二谷　　……何とかしなきゃ。

左久間　　お決まりですか。

不二谷　　マリはどこだ。

左久間　　はい？

不二谷　　お前らが連れて行った女の子だよ。居場所を教えてくれ。

左久間　　そうですか、他のをご試食なさりたい。白あんのもなかも結構人気があるんですよ。

不二谷　　もなかなんかいらないよ。それにアルバイトでもない。マリを連れ戻しに着たんだ。

菜取　　　ええっ！どっちでもない！もなかはいらない、働かない…？

知世子　　そうよ。

菜取　　　それはそれは…左久間君。

左久間　　はい、菜取宣伝部長兼人事担当。

　　　　　　菜取と左久間、二人を挟んでじりじりと追い詰め始める。

不二谷　　な、何だよ。

左久間　　もなかはいらない、働かない。にもかかわらず当店の敷地内に勝手に入るとは、許されませんね。

菜取　　　全くもってけしからんな。無断進入は罰則に従ってもらう決まりだ。

知世子　　知らないわよそんな話！

左久間　　用も無いくせに勝手にやって来てよく言いますね。

知世子　　それは。

左久間　　どうしましょう、魂を引きずり出してやりましょうか。

菜取　　　それならぺしゃんこにしてギフト用包装紙にしたまえ。たしか在庫が足りなかったはずだ。

左久間　　当「もなか総本舗」の包装紙は和紙を基調としたモダンでシックなデザインです。大変光栄な事ですよ。

知世子　　し、修、どうしよう。

不二谷　　どうしようったって。

　　　　　　　　と、のんびりと入ってくる男・香場屋。

香場屋　　あれえ、何処行ってたんですか、菜取さんに左久間さん。

菜取　　　君は、総務担当新人の。

香場屋　　何十年覚えてくれないんですか、香場屋です。

左久間　　すみませんが香場屋さん、今は忙しいんです。

香場屋　　ですけど、お嬢様が二人をお探しでしたよ。

菜取　　　何だって香場屋君、それを早く言いたまえ。左久間君、後のことは彼に。

左久間　　この二人は、もなかはいらない、働かない。不法侵入者です、よろしく。

香場屋　　任せてください。

　　　　　　　二人、去る。

　　　　　　　不二谷と知世子に近づく香場屋。

香場屋　　大丈夫？

不二谷　　く、来るな、あいつらの仲間だろう。

香場屋　　うん、そう、仲間だよ。

知世子　　いやーっ！悪霊退散！

香場屋　　あのさエンガチョされても困るんだけど。

知世子　　あ。

香場屋　　君らに何かするつもりは無いから。

不二谷　　だって。

香場屋　　あの二人や、他のもなか屋の仲間は、考えが煮詰まっちゃってるから。僕は、他の皆と

違って、新入りのまんま死んじゃったし、店の存続をそこまで思いつめずに済んでるから、一応冷静で居るんだ。

知世子　　どうするつもり。

香場屋　　君達を逃がしたい。このままいたら、多分生きて帰れない。

不二谷　　あいつらの仲間がどうして俺達を助けるんだ。信用できるか。

香場屋　　僕抜きじゃ全員無事に帰るのは無理だよ。

不二谷　　何だって。

香場屋　　魂の器を無くした者は強いんだ。彼らは、…いや、僕らは火事で、ここに建っていた

もなか屋ごと焼けて死んだ。店ごと縛られた霊魂達だ。店のためなら何だってするよ。

不二谷　　どうして店なんかのために。

香場屋　　言っとくけど、僕は迷惑しているんだ。…そうだよ、変な噂が立って、面白半分に此処へ生きた人間がやって来るようになった。あれは一体何なんだ？皆カメラ持って、ここに何の用があるんだ？

不二谷　　…………。

香場屋　　生きた人間は、死んだ魂に欲を思い出させる。みんな、叶わない願いを持つようになってしまった。店を繁栄させたいって願いを。だから、ここに入り込んだ人間、君らの友達はさらわれた。

知世子　　そんな。

香場屋　　店は人材不足だから、君らの友達は、多分どこか穴の空いている仕事につかされている

はずだ。そこへ行って、その子を連れ出し、とにかく逃げてもらう。案内するよ。

不二谷　　お前が案内？

香場屋　　信じられないならここに残るんだね。君は？

知世子　　行こう、修。

不二谷　　知世子。

知世子　　マリに会えなきゃ意味無いよ。私は行く。香場屋君だっけ、お願い。

香場屋　　こっち。

不二谷　　……何だよ、もう。

　　　　　　　香場屋に案内され、不二谷・知世子、去る。

　　　　　　　場面、変わる。

　　　　　　　不機嫌に現れる瞳。後ろから塔鳩が、透明な調理用バットを抱えて続く。

　　　　　　　塔鳩はもなかの皮にあんを詰める作業を始める。

瞳　　　　全く、小学校出たなら計算くらい出来るでしょう、普通は。

塔鳩　　　左様でございます。

瞳　　　　でもあの娘はそろばんを知らないしやった事も無いって言うのね？

塔鳩　　　左様でございます。

瞳　　　　普段は計算機を使っている、ですって？んまー、ナマイキ。何処のブルジョアかしらね、タイガーの計算機が一般家庭にゴロゴロあってたまるもんですか。

塔鳩　　　左様でございます。

瞳　　　　ちょっと？そんな所で突っ立っていないで、お入り。

　　　　　　　　　マリ、おずおずと入ってくる。

マリ　　　……失礼しまあーす。

瞳　　　　どうして語尾を伸ばすの。しまあーすって何、しまあーすって。

マリ　　　じゃあ、失礼します。

瞳　　　　ジャーって何よ、うちはガス釜よ。

マリ　　　（きょとんと）え。

塔鳩　　　ぷっ（噴出し、慌ててマリを突付いて笑うよう促す）

マリ　　　…え？えっと、あははー、バカうけー。

瞳　　　　さて。まずは、初めまして、盛永マリさん。わたくし、創業百五十年「最中総本舗」店主です。私の名は、最中瞳。

マリ　　　……ひょっとして笑う所？

塔鳩　　　左様でございます。

瞳　　　　違う。（妙な間）…話を戻すけど、塔鳩。つまりは帳簿のつけ方をどれだけ教えてやっても、ちっとも覚えないわけね。

塔鳩　　　左様でございます。

瞳　　　あのね、名前、盛永だっけ？帳簿のつけ方は塔鳩が教えてたでしょ。今は従業員の数が極端に少ないからやむを得ず頼んだの。つまり、本当は菓子職人には鉛筆なんか持たせたくないのよ。ずうっと、もなか作っていて欲しいの。この仕事を一任できる従業員はあなたしか居ないんだから、もっと自覚を持ってちょうだい。

マリ　　あのお、私い、

瞳　　　語尾を伸ばさない。

マリ　　私、いつになったら帰れるの。私連れてこられただけなの。帳簿のお仕事しに来たんじゃないの。

瞳　　　何回言ったら分かるのかしら、人手が足りないんだから、わがまま言わないの。休憩は三十分って決まっているのよ。

マリ　　え。

瞳　　　そうそう、うちのもなか、評判いいのよー。餅入りのもなか「はつゆき」なんて、あのボリュームで百円に抑えてるせいもあって、いつもお客様に褒めて頂けるのよ。こんど賄いのおやつで出してあげる。

マリ　　私、帰りたいの。友達に会いたいの。お願い。

瞳　　　　今は勤務中でしょ、何言ってるの。

　　　　　　菜取と左久間が現れる。

菜取　　　失礼します。

瞳　　　　どうしたの菜取。左久間も。

左久間　　お嬢様がお呼びだと香場屋から聞きまして。

瞳　　　　呼んでいないわよ。

左久間　　あれ、おかしいな。

瞳　　　　香場屋にも別に何も言っていないけど。

左久間　　お嬢様。香場屋さんは信頼できるんですか。

瞳　　　　なぜ。

菜取　　　以前立ち寄る生きた人間を脅かしては追い返していたのは香場屋です。結果人材集めが

うまくいきませんでした。

瞳　　　　呼び込もうとして失敗したのかもしれないわ。

左久間　　大体、あんな新入りがここに残っていること自体、

瞳　　　　左久間。残る事がどれほどの事なのか、分からないお前ではないでしょう？

左久間　　…はい。

菜取　　　（小声で）我々で香場屋を見張るんだ。お嬢様には結果だけ知らせればいい。…済みませんお嬢様、大変お騒がせしました。

瞳　　　いいのよ、これからも宣伝は攻めの姿勢でね。

菜取　　はい。それでは。

左久間　　失礼します。

　　　　　菜取、左久間、去る。

マリ　　あの。

瞳　　　何かしら。

マリ　　　お店…？大変なんですか。

瞳　　　　それが分かるのはうんと先だわ。

マリ　　　え。

瞳　　　　今はただ、夢を叶えるだけ。あの日かなえられなかった夢を。私達は必ず這い上がって見せるの。皆で、必ず。ねえ、塔鳩。

塔鳩　　　左様でございます。

マリ　　　でも、あなた達、もう死んでしまって、

瞳　　　　さあ、特訓よ。簡単な足し算から教えなきゃいけないなんて。はい盛永、そろばん持って。

マリ　　　（見えない）あの、そろばんって、

瞳　　　　ああもう、どうして落としちゃうの、行くわよ。願いましてーはー、

マリ　　　え、だって、どこに。

瞳　　　　やる気出してよ。これが一の段、これが二の段。それから、

マリ　　　あの、すいません、お手洗い…。

瞳　　　　しょうがないわねえ。こっちよ。塔鳩、悪いけど一緒に見張って。

マリ　　　知世子、不二谷くん、助けてー…。

　　　　　　　三人、消える。

　　　　　　　場所が変わる。

　　　　　　　香場屋とともに現れる、不二谷と知世子。

不二谷　　もなか専門店？

香場屋　　老舗のね。

知世子　　私普段、もなかなんて食べないからピンとこないな。

香場屋　　先代店主がが病気で亡くなったとたん、大半の職人が和菓子屋に引き抜かれて、あわせて従業員も辞めていった。店は一気に傾いたんだ。先代の娘であるお嬢様は、店をそれでも守ろうって。

不二谷　　それを慕った人間がここで地縛霊やってるってこと。

香場屋　　今のメンバーで、張り切って新装開店の準備をしてた。開店直前だよ、老朽化した電気

系統からの出火で。…あっという間だ。

不二谷　　確かに今じゃ、ここは跡形も無いよな。考えてみれば、工場跡地は離れた所だ。

香場屋　　お地蔵様をみたろう。昔から店の敷地にあった物なんだ。あれが、店が建っていたていう唯一の証拠だよ。あとは焼け落ちて消えた。

知世子　　聞いていい。

香場屋　　何？

知世子　　いろいろ教えてくれるけど、でも、香場屋君って、その時新人だったんでしょう。他の

ずっと働いていた人と違って、お店に対してそこまでの思い入れ、無いような気がするんだけど。

香場屋　　そう思う、やっぱり。

知世子　　うん。悪いけど。

香場屋　　…もなかがさ、おいしかったんだ。

不二谷　　は。

香場屋　　生きてた頃…四十年は昔かな。僕はぶらぶら生きててさ。真面目に働く気なんて全く無かった。でもたまたま食べたもなかが、あんまりおいしくて、毎日食べたくて、その店まで行って、面接受けた。ちょうど先代が死んだゴタゴタの頃で、お嬢様が面接した。お嬢様が、僕に笑った。それが理由。

不二谷　　…もなかと、女か？

香場屋　　そんな即物的に言わないでくれよ。

不二谷　　いや十分即物的だよ。てか、幽霊って彼女作れるの？

香場屋　　…まさか。死んでしまった事はどうにもならない。でも、好きでいられる事だけがずっと僕に残るから。

知世子　　…そっか。

香場屋　　お願いだよ、戻ったら、ここには何も無いから来ても無駄だって、生きている人達に伝えてくれないかな。これ以上騒ぎが大きくなったら、その道の人に退治されてしまうかもしれない。

不二谷　　香場屋。

香場屋　　僕らはただの魂なんだ。場所を荒らされなければ、仕掛けたりはしない。どうしてこんな事になっちゃったんだろう。

不二谷　　生きている人間が、死んでいった人間を遊び道具にしたからだ。

知世子　　ごめんね、香場屋君。

香場屋　　ちがうよ、これはもう散々言ったし。別に君達をさあ。

間。

香場屋　　（急に）幽霊の触り方を教えてあげるよ。

知世子　　………。

香場屋　　そこにあることを信じるんだ。幽霊は魂で、生きるものの体には魂があって、魂と魂は

お互い触れられる。その辺のコツが分かれば、僕にも触れるよ。

香場屋、手を伸ばす。

恐る恐る手を重ねる知世子。

知世子　　……触っているのかな。よく分からない。

香場屋　　もっと強く思ってみなよ。僕と君、魂で触れ合いたいって。

不二谷、力任せに香場屋の頭をはたく。

不二谷　　あ。できた。

香場屋　　完璧だね。

不二谷　　ふざけてないで案内しろよ。

知世子　　マリはもなか屋で何をさせられてるの。あの子包丁も持てない子よ。

香場屋　　多分、帳簿係だと思う。人手不足で、帳簿付けはお嬢様が兼任していたから。皆は外から来た人間は勤務希望者だと思い込んでいる。もし逃げようとしたら、ぺちゃんこにして包装紙にする気だ。

知世子　　大変、マリが使い物にならないって知ったら、包装紙にされちゃう。

不二谷　　香場屋、気になっているんだけど、俺達、マリのところへ行ってから、どうやって逃げればいいんだ？

香場屋　　敷地の外まで必死に走るんだ。それしかない。

知世子　　ええー？それしかないのー？

不二谷　　他に無いのか、よくあるだろう、呪文とかさあ。もし捕まったら全部おじゃんって事じゃないか。

香場屋　　そうは言っても…頑張ってよ。他の方法は、ちょっとね。

不二谷　　何だよ。

香場屋　　皆をこの世から消す方法なら知っているよ。

知世子　　え。

香場屋　　僕は皆と静かに過ごしたいだけだからさ、そんなのは。

不二谷　　わかった。とにかく走れって事だろ。仕方ないなあもう。

知世子　　香場屋君は大丈夫なの、後から皆にひどい目にあったりしないの。

香場屋　　静かに。誰か近づいてきた。

二人　　え。

香場屋　　そこに隠れて。絶対に動かないこと、そうすれば向こうからは姿が見えない。

不二谷　　わ、わかった。……知世子。

知世子　　う、うん。

　　　　　　　　　　　　不二谷・知世子、物陰に隠れてじっと様子をうかがう。

　　　　　　　　　　　　やがてやってくる菜取と左久間。

菜取　　　ああ、いたいた、香場屋君。

香場屋　　どうかしました？

菜取　　　あの二人は。

香場屋　　どのでしたっけ。

左久間　　君にまかせた不法侵入者ですよ。

香場屋　　お嬢様のところに連れて行きましたけど。

菜取　　　んなこたあ～ない。

左久間　　そのお嬢様の所に、ついさっきまで我々いたんですよ。何故嘘を付くんです。

香場屋　　あーやっぱ駄目かあ、僕って、昔っから正直で。

左久間　　やはり、あの二人を逃がそうとしていますね。

香場屋　　ちょっと待ってくださいよ、勘弁ですよ。二人を逃がすだなんて。

左久間　　　！

　　　　　　　菜取、左久間、足が動かなくなっていることに気づく。

香場屋　　　…三人です、逃がすのは。

菜取　　　　何故かね。

香場屋　　　そっちこそどうしてです。僕らは僕らがいればそれで十分だったはずでしょう。

　　　　　　　　　菜取、一歩踏み出す。よろける香場屋。

香場屋　　　走れ！もう一人は僕が必ず連れて行く、ここから逃げるんだ！

不二谷　　　香場屋。

知世子　　　でも。

香場屋　　　分からないのか、そこに居られちゃ、かえって邪魔なんだよ！

不二谷　　　すまない。

　　　　　　　　不二谷、知世子の手を引っ張って走り去る。

　　　　　　　　一歩づつ香場屋に近づく菜取と左久間。

　　　　　　　　限界の香場屋、力を解いて不二谷達とは別の方向へ逃げる。

　　　　　　　　左久間、不二谷たちの去った方向へ向かおうとする。

　　　　　　　　菜取、左久間を制し、首を振る。

　　　　　　　　二人、香場屋を追って出て行く。

　　　　　　　場面変わる。

　　　　　　　マリ、頭をぼりぼり掻きながら現れる。

　　　　　　　その後ろを呆れ顔で続く瞳と塔鳩。

マリ　　　だって分かんないんですうー。

瞳　　　　そうやって諦めないの。（とそろばんを取り出す）さっきの計算は、十の位に繰り上がったらこうなるの。よく見て。

マリ　　　はあーい。（しぶしぶ）

瞳　　　　返事は短く。

マリ　　　じゃあ、はい。

瞳　　　　で、繰り上がったら、こうなるでしょ、これを、

マリ　　　あのおー、瞳さん。

瞳　　　　ええ？

マリ　　　あのおー、実はですねー？　　　

瞳　　　　何。

マリ　　　（意を決して）実はですね、見えないんです。そろばん、私の目には全然見えないんです。理屈は分かんないけど、生きてる私には、幽霊の人達が使うそろばんが、見えないんです。他の道具とかも見えません。だから、その、仕事も覚えられません。…私をおうちに帰してくれませんか。

　　　　　　間。びくびく瞳の顔色をうかがうマリ。

瞳　　　（ため息）あのね盛永。学生の頃は出来ませんで済むかもしれないけど、社会に出てお金

扱うようになったら、簡単にそんな事言っちゃ駄目よ。いくらアルバイトでもお給料もらう以上はこの店の立派な一員なの。あなたはゆっくり覚えるタイプみたいだから、とことん付き合うわ。いっしょに働く仲間ですもの。一つ一つ覚えていきましょう。だから、投げやりにならないで。

マリ　　　……駄目だー、会話が全く噛み合ってない…。

瞳　　　　見て、盛永。

　　　　　　　　瞳、地蔵のそばに立つ。

瞳　　このお地蔵様は、初代店主がたてたの。私たち、ずっと守ってきたわ。新商品が出ればお供えして、初めてのお客様になって頂いた。このお地蔵様は、私達なの。ここにこうして立っている限り、私達、ここで頑張ることが出来る。

マリ　　瞳さん。

瞳　　あの火事で私達は、店も、時間も、夢も無くして、魂だけになってしまった。でも、みんな私と一緒。夢がかなえられずに悔しかったの。旅立たず、ここに残ってくれた。いつか必ず店を開ける事、ただそれだけの為に残ったのよ。

塔鳩　　（感慨深げに）左様でございます。

マリ　　…分かる気がする。ここはとっても大事な場所なんだね。瞳さんはみんなの事が大好きなんだね。でもね、私にも大事な場所があるの。大好きな人達がいっぱい居るの。…だから、帰して。ううん、私、この店を、辞めます。

　　　　　　　　　間。一瞬表情の凍った瞳、にっこりと笑顔になる。

瞳　　　あらだめよ。人手が足りないの。自覚してよ、あなた大事な人材なのよ。

マリ　　瞳さん。

瞳　　　困ったなあ、働かない者は、役に立つ物にされるのよ。それでいいなら仕方が無いけど。

マリ　　え……。

瞳　　　人材の材は材料の材よ。あなたをぺちゃんこにして、ギフト用包装紙にするの。そうねえ、働かないなら、それもいいかも。確か在庫が品薄だって、菜取が言ってたもの。じゃあ、盛永、そういうことでいいかしら。両手出して。痛くしないから。

マリ　　い、いや。

瞳　　　だったら何しにここへ来たの？ほら、大丈夫だから、痛くないから。ねえ、塔鳩。

塔鳩　　左様でございます。

（香場屋の声）　　放せ！放せよっ！

　　　　　　　　　菜取、左久間、香場屋を引っ張って現れる。

瞳　　　どうしたの、騒々しいわね。

菜取　　香場屋君が。やってくれましたね。

左久間　　生きた者を逃がそうとしました。二人も。

マリ　　　……二人！？

菜取　　　折角の人材を逃がすとは。皆の願いを踏みにじる行為です。お嬢様を裏切る気です。

香場屋　　裏切ったんじゃない。僕らは生きた者を巻き込んじゃいけないんだ。本当はここに居てはいけない僕らが…、その子を放してください。帰してやってください、お嬢様。

瞳　　　香場屋、お前は知らないかもしれないけど、他の皆は店と共に長く生きていたの。面接しか受けていなくて、開店初日に死んだあなたには分からないわ。私に反対するなら何故ここに残ったの？私には理解できない。

香場屋　　…僕は、それでも、ここに居たかったんです。永遠に叶わない事なのに。

瞳　　　　香場屋？

香場屋　　皆の心がが変わってしまったのは、最近のことです。僕は、元に戻ってほしい。だから

今は、あなたのする事を否定します。

菜取　　若造が生意気に。おかしくなったのは君の方じゃないかな。

瞳　　人手が足りないの。包装紙も足りない。何もかも足りない。皆そのことに飢えて乾いているの。分かるでしょう香場屋。お願いよ、おとなしくしていて、でないと私。

（不二谷の声）　　仲間まで包装紙に変えるのか？

　　　　　　　　　　　不二谷・知世子、現れる。

香場屋　　どうして来たんだ！僕は隙を見てあの子を何とかするつもりだったのに！

不二谷　　はあ？ぴったりつけて来て見れば、何だよそのざま。俺らもいなきゃ無理だって。

知世子　　マリ！

マリ　　　（塔鳩に押さえられている）知世子！不二谷君！

不二谷　　待ってろ、今助けてやる。

瞳　　　　まあー、助かるわあー。……こんなに働きに来てくれるなんて。

知世子　　バッカじゃないの、私達、三人でおうちに帰るの。せっかく生きてるのに幽霊の下で働くなんてまっぴらご免だわ！

瞳　　　あら、働く条件が合わないのね。面接で希望が食い違うのはよくある話。こういう場合は

経営者に合わせて欲しいな。

知世子　　え？

瞳　　　生きてるから帰りたいのよね。なら私達と同じになればいいのよ。…悪いけど、この子達の魂を抜いて差し上げて。

菜取・左久間　　かしこまりました、お嬢様。

　　　　　菜取達に捕まっていた香場屋、手を振り解いて二人を突き飛ばし、もみくちゃになる。

香場屋　　早く敷地の外へ！

不二谷　　敷地の外！？

香場屋　　地蔵より向こうだよ！走って！捕まったら魂を抜かれるぞ！

不二谷　　分かってるよ！マリ！

マリ　　　（塔鳩に押さえられている）不二谷君！

知世子　　マリを放しなさい！この、この！私のしっぺは痛いんだからっ！痛いでしょっ！

（と、塔鳩の腕をエンガチョで激しくしっぺ）　

塔鳩　　　左様でございますっ！（思わずマリを放す）

知世子　　…すごい、本当だ、さわれちゃった。　

不二谷　　何してんだ、こっちだよ！

　　　　　　知世子とマリを先に逃がそうと、追ってくる菜取と左久間の前に立ちはだかる不二谷。

　　　　　　幽霊達の手から必死に身をかわす。

　　　　　　香場屋、塔鳩の背中を押して菜取達にぶつける。

　　　　　　吹っ飛ぶ菜取と左久間。

　　　　　　香場屋、不二谷を引っ張り、地蔵のある敷地の際まで来る。

　　　　　　見れば知世子とマリは逃げ惑って反対の側にいる。

不二谷　　二人とも早く来い！早く！

知世子　　修……、

マリ　　　不二谷君、

不二谷　　どうしたんだよ。

マリ　　　足が、動かないの。

不二谷　　足が？

　　　　　　　　　不二谷、二人の元に戻ろうとするが、自分の足も動かないのに気づく。

　　　　　　　　　見れば、真横の香場屋も足が動かないらしく、不二谷に首を振ってみせる。

　　　　　　　　　ゆっくりと中央へ進む瞳。

瞳　　　　どうしてなの。

不二谷　　……え。

瞳　　　　来てくれたのに、どうして。

　　　　　　　　間。

瞳　　　　お父様がいってしまった。あなた達まで行ってしまうの。守って来たの。この店を無くしたくない。これから皆で頑張らなくちゃいけないのに、職人達が去ってしまった。従業員が辞めていった。店を閉めるわけには行かないの。あなた達まで店を捨てるの。人が足りないの。店を開けなくちゃ。お願いよ。行かないで。行かないで。行かないで。

従業員達の声が四方から聞こえる。

声　　　　「行かないで。行かないで。行かないで。行かないで。行かないで。行かないで…、」

マリ　　　……知世子、苦しい。

知世子　　喉が、息が、つまる。

不二谷　　……畜生…。

香場屋　　（小声で）不二谷君…不二谷君、よく聞くんだ。　

不二谷　　香場屋…。

香場屋　　君にかけるしかない。僕の言う通りやってくれ。…手だけなら、少しは動くよね。地蔵を地面に倒すんだ。足場をなくした彼らは、この世にいられない。

不二谷　　……え。

香場屋　　地蔵は、この店と皆の存在理由そのものなんだ。そいつを倒せば、みんな消える。

不二谷　　まてよ、そんな事したらお前まで、そうだよ、お前はどうなるんだよ。

香場屋　　君、ユーレイの心配するわけ？僕もう死んでんだよ？

不二谷　　…香場屋…。

香場屋　　ここは、生きている者のための世界だ。

　　　　　　　霊たちの「行かないで」という声が一層大きくなる。

　　　　　　　息が続かなくなっている知世子とマリ。

知世子　　お願い、もうやめて。

マリ　　　帰りたい、帰りたいの。

香場屋　　早くしろ！二人を道連れにする気か！？

　　　　　　　　不二谷、動かない体で指を地蔵に伸ばす。

　　　　　　　　指先が地蔵に触れ、てのひらがゆっくりと乗る。

　　　　　　　　頭部をつかむと、渾身の力を込めて横に倒し始める。

　　　　　　　　

　　　　　　　　足元がぐらつき、よろめく幽霊達。

瞳　　　　何をしているの！

香場屋　　一気に倒すんだ！

瞳　　　　やめてーっ！！

　　　　　　　　　不二谷、地像を根元から横倒しにする。

　　　　　　　　　地面が激しく揺れ、店から「奥」に悲鳴を上げつつ吸い込まれていく幽霊達。

　　　　　　　　　同じように吸い込まれ始める香場屋をつかもうとする不二谷の手が空をつかむ。

　　　　　　　　　消えていく香場屋。

　　　　　　　　　間。

　　　　　　　　　息を荒くして座り込んでいる三人。

　　　　　　　　　瞳、かろうじてまだ場所にしがみついている。

瞳　　　　…何がいけなかったの。

三人　　　………。

瞳　　　　店を捨てた者たちを見返したかった。一からやり直そうとしたの。小さくても、活気あふれる私達の店を開けたかった。それだけが夢だったの。ただ、それだけ……。何処へでも行きなさい。私も、もうすぐ消えるわ。

　　　　　　　　瞳、ふらりと立ち上がり、幽霊達の消えた場所へ一歩ずつ歩き出す。

マリ　　　……瞳さん…。

二人　　　………。

マリ　　　これで、よかったの？

知世子　　ねえ。

不二谷　　……ああ。

　　　　　　　　三人、倒れていた地蔵を起こす。

　　　　　　　　瞳の足が止まる。

瞳　　　……どうして。

マリ　　もなか、ください。

瞳　　　……え…。

マリ　　　もなか、ください。ここって、もなか屋さんなんでしょう？

　　　　　　　　　　間。

瞳　　　　え…、ええ…ええ！そうです！いらっしゃいませ！ようこそおいで下さいました！

　　　　　　　　店内のざわめきが蘇る。

　　　　　　　　

左久間、瞳にうやうやしくエプロンを渡す。エプロンを身につける瞳。

　　　　　　　　奥ではもなかの皮にあんを詰める作業を鮮やかにこなす塔鳩。

　　　　　　　　その前を積み上げた菓子箱を抱え危なっかしく横切る香場屋。

香場屋、すこし瞳を意識して恥ずかしげに通り過ぎる。

　　　　　　　　転送のレイアウトを左久間に指示する菜取、ガラスケースの小さな汚れを袖で拭く。

　　　　　　　　誰もが生き生きと働いている。

瞳　　　お決まりでしょうか。どれにいたしましょう。

マリ　　何にする？

知世子　　えっと、何て言ったっけ、一番人気ってやつ。

不二谷　　そう、もち入りの。

瞳　　　　「しらゆき」でございますね。

マリ　　　そうです。それを三つください。

瞳　　　　かしこまりました。

　　　　　　　　瞳、いったんガラスケースにしゃがみ、最中を手に取るが、戻して

奥の塔鳩の所へ向かい、何か話す。

　　　　　　　　塔鳩、手早く三個もなかにあんを詰め、瞳の持つお盆にのせる。

　　　　　　　　瞳、三人の所に戻ってくる。

瞳　　　お待たせいたしました。一個百円でございます。

　　　　　　手のひらを差し出す三人。

　　　　　　瞳、手のひらから百円ずつもらい、それぞれの手にもなかを乗せる。

　　　　　　その光景を、仕事の手を休めて笑顔で見ている従業員達。

　　　　　　瞳、大きくお辞儀。

瞳　　お買い上げ、ありがとうございました。

従業員達　　ありがとうございました！

　　　　　　　　店ごと、ゆっくり消えていく。

　　　　　　　　作業をしながら消える人々。

　　　　　　　　積み重ねた化粧箱を抱えた香場屋、箱を地面に下ろす。

　　　　　　　　三人に向き直り、深々と一礼。微笑み合う。

　　　　　　　　香場屋、再び箱を抱えて危なっかしく去っていく。

　　　　　　　　マリ、見えないもなかを手にし、かじる真似。

マリ　　　…味がする。

　　　　　　　不二谷、知世子、顔を見合わせ、同じようにかじる。

不二谷　　本当だ。

　　　　　　　一瞬の暗転。

　　　　　　　明るくなると、同じ位置に立っている三人。

知世子　　本当なんです、その時確かにあんこの味がしました。

不二谷　　奇跡を感じたんです。その後利益か、今じゃ俺達、

二人　　　（手をつないで）チョーラブラブでーすっ！

マリ　　　わ、私はその、そう！リュウマチが直りました。あーありがたやありがたや。

　　　　　　　　リポーター・館路がマイクを手ににこやかに現れる。

館路　　　ごらんのように、願い事を叶えようとする来訪者が後を断ちません。このお地蔵様の前で、こうして（手を出す）百円玉を頭に浮かべ、「もなかを下さい」と念じ、手に取って食べる真似をします。すると、恋が成就し、健康になると言われているのです。そもそもこの噂が流れ出したのはつい最近の事で、出所は全くの不明、しかし鰯の頭も信心と申しましょうか、（以下口パク）

　　　　　　　　三人、すこし遠巻きに館路を見ている。

知世子　　いつまで手ェ握ってんのよ。

不二谷　　お前が離さないからだよ。

マリ　　　こんな大事になるなんてね。不二谷君がインターネットで流したんでしょ。

不二谷　　都市伝説は消せないからさ。だったら意味を変えればいいんだ。

知世子　　確かにね。今ここに来ている人達は、お化けを見に来るんじゃなくて、もなかを買いにきてるんだもの。…これで、もなか屋のみんなの夢が少しでも叶っていると、いいけど。

不二谷　　夢を叶える、か。俺達も、何か叶えなきゃな。

知世子　　せっかく生きているんだからね。

マリ　　　さよなら、もなか、とってもおいしかったよ。

　　　　　　　　甘露の声が戻る。

館路　　それでは、さっそくわたくし館路も、もなかを買ってみましょう。皆様の幸せをお祈りして。

　　　　　　　　館路、地蔵の前で手のひらを上に向け、何かを念じている。

　　　　　　　　それを見て、微笑みあって去る三人。

　　　　　　　　館路、地蔵に背を向け、もなかを手に取る真似。　一歩踏み出す。

従業員達の声　「お買い上げ、ありがとうございました！」

　　　　　　　　館路、何かを感じ、少し振り向く。

　　　　　　　　首をかしげ、もなかを持ち直す。

　　　　　

　　　　　　　　館路、カメラの前で照れ笑いを浮かべ、もなかを一口、口にする。

　　　　　　　　暗転。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－ＥＮＤ－
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